
 

  

 本日、第１３８回卒業証書授与式が挙行され、４９名の卒業生が無事、大明小学校を巣立って

いきました。 

さて、小学校の卒業は義務教育９年間の通過点に過ぎません。しかし、大きな夢と希望を抱き

進学する大きな節目となります。今年の卒業式も厳粛且つ卒業生を主役とした、素晴らしい式に

なりました。今年度の卒業式のテーマは「六年間の笑顔を胸に」でした。式典の中での子供たち

の姿は、まさにこのテーマを体現するものでした。証書を受け取る際の引き締まった表情、そし

て退場時に見せた晴れやかな笑顔。その一つひとつの表情の中に、楽しかった休み時間、夢中で

駆け抜けた運動会、仲間と切磋琢磨した日々の記憶が刻まれているように感じられました。小学

校生活の６年間は、決して平坦な道ばかりではなかったはずです。時には悩み、立ち止まること

もあったと思います。しかし、子供たちはそれらを乗り越え、今日、立派な成長の姿を見せてく

れました。昨日六年生の前で少し話をさせてもらいましたが、今年の卒業生の素晴らしいところ

は、気さくさにあると思っています。誰とでも分け隔てなく閲する態度。下級生に優しく接する

姿勢。その姿の一つ一つに暖かさを感じ、人間としての豊かさを感じることがありました。もち

ろんその姿を支えてきたのは、各御家庭の保護者であったり、地域の方々であったりすることは

間違いありません。学校としても少しばかりお手伝いさせていただき、皆で連携することができ

たことに深く感謝しております。１３８年もの長い歴史と文化を受け継いできた学校として、子

供たちの成長と益々の発展を願っています。また、卒業していく子供たちは、先輩たちが紡いで

きた伝統を絶やすことなく、後世につないでいく責任もあります。今年１年、その責任を十分に

果たし、大明小学校の伝統を受け継ぐことができました。これから４９名の卒業生は、伝統を紡

いできた先輩方と一緒に１０、９１７名の卒業生の一人として、大明小学校を支えていきます。 

大明小で育んだ「笑顔」は、単に楽しい時の顔ではなく、「困難を乗り越えた自信」と「仲間

への信頼」に裏打ちされた、強くて優しい笑顔です。これから歩む新しい道でも、この６年間で

得た宝物のような笑顔を忘れないでほしいと願っています。自分を信じ、周りの人々を大切にし

ながら、一歩ずつ着実に歩んでいってほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天そそり立つ芙蓉峰  夕照清き甲斐が峰  流れははやし富士の川  

げにもさやけき その景や  この山川に向かいたる  古松ゆかしき

若宮に 礎すえし戌子の年  名も大明の雄々しさよ  いでわが友う

ぶすなの  名誉をかけてもろともに  学びの道にいそしみて  文化

日本をうちたてん  
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